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2025 年度 ルール研修会開催について（ご案内） 
〔2026 年度に向けてのルール研修会〕 

 

１ 目  的 2026 年度の日本ホッケー協会主催・共催大会、ホッケージャパンリーグ、地方大会（予

選会を含む）が、スムーズに運営され、ホッケー競技が益々普及発展していくために、

競技規則、競技運営規程の正しい理解とその解釈について統一を図る。 

２ 共  催 公益社団法人日本ホッケー協会 競技運営部／一般社団法人ホッケージャンパンリーグ 

３ 参加対象 各ブロック競技長･審判長/各関係団体競技規則・審判担当(1 名必須・兼務可)/2025 年度

ホッケージャパンリーグ加盟チーム(2 名まで可)/Ａ級公認審判員(50 歳未満)/TD・ATD・

UM(2025 年度日本協会主催大会)/強化育成本部男女代表者及び年代別カテゴリー代表者(1

名)/競技運営部部員/競技運営部長推薦者 
※各ブロック競技長･審判長の代理者を出席させる場合は、必ず伝達講習を行える人材で

あること。 

４ 日  時 2026 年 2 月 14 日（土）13：00～17:00 

５ 会  場 「パナソニックリゾート大阪」  

〒565－0802 大阪府吹田市青葉丘南 10 番 1 号 TEL：06-6877-0111 Fax 06-6877-0504 

※オンライン参加者には事前にアクセス URL をご連絡いたします。（Zoom 利用予定） 

６ 開催方法 会場での参加またはオンライン参加によるハイブリット方式で開催します 

７ 講  師 競技運営部会〖 審判部・競技部・総務部・その他関係部署 〗 

８ 内  容 (1) 2026 年度 競技規則‣競技運営規程及び国内大会レギュレーション 
(2) ルールの改訂点とその解釈 

(3) アンパイアリングの統一とアンパイアの技術向上 

(4) 2026 年度 施設用具関係・アンチドーピング 
(5) 各ブロック・各団体との意見交換 

(6) ビデオ映像を利用した研修 他 

９ 集  合 2026 年 2 月 14 日(土）12 時 30 分 パナソニックリゾート大阪〔会場参加者〕 

10 受 講 料 (1) 5,000 円（税込 5,500 円）（会場参加） 

※交通費及び受講料は、個人または各ブロック・所属団体負担  

(2) 無料（オンライン参加） 

11 受講申込 オンラインでの参加か会場来場による参加について、下記 URL より 2026 年 1 月 5 日(月) 

17：00 までに必ず申込ください。 

https://forms.gle/m4cqMwns3z6qbrGy5 
・回答後に変更が生じた場合は、再度回答してください。 

※宿泊先の斡旋は行いませんので各自対応をお願いいたします） 

12 そ の 他 ・紙ベースの資料は配布いたしません。資料は参加者に事前に送信いたします。研修会

までに配信した資料をご一読いただければありがたく思います。 

・ルールブック・ハンドブックの印刷物は作成いたしません。日本協会のホームページ

からダウンロードしてください。 

・オンライン参加をご希望の方々には会議 URL を追って送付いたします。 

・この会議 URL の使用は一回線とします。参加者以外に伝えないようにしてください。 

・このルール統一研修会は、競技強化支援事業助成金を受けて開催されています。 

13 問 合 先 壽山 由樹(ルール研修会担当) 
TEL：080-3764-4699 ﾒｰﾙ：yuki.suyama@japan-hockey.org 
競技運営部： co@japan-hockey.org 
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1. 日　時 2026年2月14日（土）13:00～17:00

2. 場　所 オンライン・会場参加　開催

3. 講　師 坂本　実 （一般社団法人ホッケージャパンリーグチェアマン）

安枝　和子　（競技運営部部長）

森　　義彦　（競技運営部競技部部長）

近藤　聡史　（競技運営部審判部部長）

細川　祐司　 （競技運営部資格管理室長）

西澤　英一郎  (競技運営部競技部副部長)

藤原　信幸　（競技運営部審判部副部長）

栗原　崇　　（競技運営部競技部施設用具担当、国スポ調整室室長）

氏家　健太　（競技運営部競技部施設用具担当）

４．タイムライン

内 容 講師及び担当者

≪司会進行…細川 祐司≫

（時刻） （所要)

13:00 13:05 05分 開 会

・ご挨拶 　坂本　実

・オンライン受講のオリエンテーション 　細川　祐司（壽山　由樹）

13:05 13:30 25分 施設用具

・競技備品 　氏家　健太

・競技フィールド 　森  義彦

・ユニフォーム　他 　栗原  崇

規程類改定

・競技運営規程 　西澤　英一郎

13:30 13:50 20分 アンチドーピング・インテグリティ＆スポーツ医・科学情報 　埴岡　隆

（録画ビデオ）

13:50 14:00 10分 休憩

14:00 16:00 120分 競技規則,ルールの解釈 　近藤　聡史

途中に１０分休憩有 ・2025年度大会における反省と課題 　藤原　信幸

・2026年度重点適用項目

・判定に対するケーススタディ（映像活用）

16:00 16:20 20分 情報共有

・ロスオリンピックに向けた国際情勢
・2026年度のイベント計画（国際大会含）
・愛知・名古屋アジア競技大会について
・その他

　近藤　聡史
　安枝　和子

16:20 16:50 30分 質問要望事項に関する回答 　講師全員

・質疑応答

16:50 17:00 10分 閉会あいさつ 　安枝　和子

JHAアンチドーピング・インテグリティ
委員会
強化育成本部スポーツ医・科学情報室

全国ルール統一研修会タイムライン
( ２０２６年度に向けてのルール研修会 )

時 間

2月14日（土）

 埴岡　隆　　（日本協会アンチドーピング・インテグリティ委員会委員長)

※運営　（会場設営責任者：壽山　由樹, 相馬　知恵子/ 記録：栗原　崇）
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NO 所属団体 所　属 氏名 NO 所属団体 所　属 氏名

1 コカ・コーラレッドスパークス 金藤祥子 57 HJL UMP 石橋徹也

2 コカ・コーラレッドスパークス 信井康博 58 HJL UMP 渡邉道彦

3 ソニーHC BRAVIA Ladies 早戸沙希 59 HJL UMP 佐竹由加里

4 山梨学院大学 藤原千佳・ジョンシアン 60 HJL UMP 谷口育代

5 南都銀行SHOOTINGSTARS 早戸和希 61 HJL UMP 阿部勇希

6 京都ホッケー協会　立命館ホリーズ女子 山田雅哉 62 HJL UMP 堀詩以奈

7 東海学院大学 小林和典 63 HJL UMP 木下英貴

8 東海学院大学 福居絵吏子 64 HJL UMP 野澤達

9 GIFU ASAHI 三浦恵子 65 HJL UMP 我妻順子

10 グラクソ・スミスクラインOrange United 髙瀬　克也 66 HJL UMP 山田恵美

11 東京ヴェルディ 吉貴菜津子 67 HJL UMP 尾木典隆

12 駿河台大学 久我晃広 68 HJL UMP 笠井千花子

13 LIEBE栃木 福田隆秀 69 HJL UMP 武田祥太

14 GIFU ASAHI 藤井辰憲 70 HJL UMP 澤田未梨美

15 立命館ホリーズ男子 松村誠 71 HJL 代表理事 坂本実

16 ヴェルコスタ福井 渡邉修一 72 JHA 強化育成本部トップカテゴリー部長 高橋義徳

17 Selrio島根 藤原　泉 73 各ｶﾃｺﾞﾘｰ 全国高体連 渡辺健一

18 BlueSticks SHIGA 岩山幸太郎 74 代表 全国高体連 喜多英登

19 ALDER飯能 福島駿介 75 U15カテゴリー部会 徳光寿

20 山梨学院OCTOBER EAGLES 白坂隆征 76 U15カテゴリー部会 鈴木良子

21 アルカディア奈良 奥田好廣・森山哲成 77 U15カテゴリー部会 久保克敏

22 小矢部RED OK 沼田秀樹 78 マスターズ部会 吉成　博行

23 東京農業大学 鈴木雅久 79 北海道B競技長 山木一史

24 東京農業大学男子ホッケー部 山口 広基 80 東北B競技長 田鎖豊

25 フリークス東京  山下学 81 北信越B競技長　TD 柴田　稔

26 フリークス東京 長谷川慧 82 四国B競技長 三好健一

27 駿河台大学男子ホッケー部 酒井友眞 83 九州B競技長　A級 冨山喜正

28 HJL ATD　東海B競技長 苅谷和代 84 北海道B審判長 手倉森勇夫

29 HJL ATD 杉浦利哉 85 北信越B審判長 宮川敏充

30 HJL TO 木村正直 86 関西B審判長　A級 小原直也

31 HJL TO 菊池玲子 87 TD 加藤直美

32 HJL TO 関根由美子 88 TD 穴田直樹

33 HJL TO 高島匡代 89 UM 松原和朗

34 HJL TO 竹内芳郎 90 A級 安岡　裕美子

35 HJL TO 藤井明子 91 部長 安枝和子

36 HJL TO 池田美加 92 副部長 藤村利通

37 HJL TO 鈴木岳穂 93 競技部長 森義彦

38 HJL TO 山田一美 94 競技部副部長 西澤英一郎

39 HJL TO 梶田賢二 95 競技部員 氏家健太

40 HJL TO 大橋守 96 競技部員 林貴子

41 HJL TO 髙野禎 97 競技部員 長　真納美

42 HJL TO 松原久 98 審判部長 近藤聡史

43 HJL UM　中国B審判長 中元大輔 99 審判部副部長 藤原信幸

44 HJL UM 成田健一 100 審判部員 中野典子

45 HJL UM 伊藤幸子 101 審判部員 藤原真由美

46 HJL UM　東北ﾌﾞﾛｯｸ審判長 鈴木茂明 102 審判部員 戸塚洋介

47 HJL UMP 山根真穂 103 審判部員 相馬知恵子

48 HJL UMP 黒川歩夢 104 審判部員 壽山由樹

49 HJL UMP 小林哲也 105 資格管理室長 細川祐司

50 HJL UMP 小坂井悠平 106 資格管理室員  竹内　高広

51 HJL UMP 湯澤健人 107 資格管理室員 柳田敏行

52 HJL UMP  清水雅生 108 国スポ調整室長 栗原崇

53 HJL UMP 圷耕一 109 経理総務担当 千野 雅人

54 HJL UMP 加藤拓馬 110 経理総務担当 高橋英行

55 HJL UMP 加藤紗矢 111 経理総務担当 堀江紀之

56 HJL UMP 青木瑛希

※当日リスト外参加者

山形県競技長 橋本晋一

秋田県競技長 佐々木和彦

群馬県競技長 山浦一男

愛知県競技長 辻　幹彦

島根県競技長 二澤　勉

新潟県審判長 斎藤　靖

栃木県TO 福田美由紀

ユーザー名不明　3名

参加者名簿

HJL さくら

HJL D1

HJL D２

ブロック長

HJL official

TD/UM/A級

競技運営部

HJL official
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ス

シ
ョ

ン
ア

ン
パ

イ
ア

制
度

ま
た

は
ビ

デ
オ

ア
ン

パ
イ

ア
制

度
を

採
用

し
（

両
制

度
を

同
時

に
採

用
す

る
場

合
も

あ
り

得
る

）
、

チ
ー

ム
に

リ
フ

ァ
ー

ラ
ル

権
を

与
え

る
。

「
ノ

ー
ア

ド
バ

イ
ス

」
時

の
対

処
方

法
等

を
含

め
、

詳
細

は
競

技
運

営
規

程
参

照
の

こ
と

。
対

象
大

会
、

試
合

以
外

で
も

T
D
の

判
断

に
よ

り
配

置
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ホ
ッ

ケ
ー

日
本

リ
ー

グ
に

つ
い

て
は

、
独

自
に

ビ
デ

オ
ア

ン
パ

イ
ア

制
度

を
採

用
す

る
試

合
を

決
定

す
る

。

リ
フ

ァ
ー

ラ
ル

時
等

の
選

手
交

代
国

内
の

試
合

す
べ

て
リ

フ
ァ

ー
ラ

ル
が

行
わ

れ
た

場
合

や
PC

・
PS

・
得

点
に

関
わ

る
疑

義
が

あ
り

、
審

判
が

時
間

を
停

止
し

た
際

は
、

そ
の

後
判

定
が

行
わ

れ
る

ま
で

選
手

交
代

が
で

き
な

い
。

判
定

が
行

わ
れ

た
後

は
競

技
規

則
に

則
っ

て
選

手
交

代
が

行
わ

れ
る

。
選

手
交

代
は

TO
が

管
理

す
る

。

通
訳

者
の

ベ
ン

チ
入

り
す

べ
て

の
国

内
の

試
合

日
本

語
で

の
意

思
疎

通
が

で
き

な
い

監
督

に
対

し
て

チ
ー

ム
は

通
訳

を
行

う
者

を
ベ

ン
チ

に
入

れ
る

こ
と

が
で

き
る

。
通

訳
者

は
規

定
さ

れ
て

い
る

ベ
ン

チ
入

り
で

き
る

チ
ー

ム
役

員
に

追
加

し
て

ベ
ン

チ
に

入
る

こ
と

が
で

き
る

。
通

訳
者

は
チ

ー
ム

選
手

に
対

す
る

監
督

の
指

示
内

容
を

日
本

語
で

フ
ィ

ー
ル

ド
に

向
か

っ
て

発
声

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
コ

ー
チ

ン
グ

エ
リ

ア
が

設
定

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
中

で
立

っ
て

指
示

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

が
、

コ
ー

チ
ン

グ
エ

リ
ア

に
は

同
時

に
2名

以
上

入
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

SO
戦

時
に

は
ベ

ン
チ

か
ら

出
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

通
訳

者
は

下
記

の
項

目
を

す
べ

て
満

た
し

て
い

る
場

合
に

限
り

ベ
ン

チ
に

入
る

こ
と

が
で

き
る

。
ベ

ン
チ

入
り

に
際

し
て

は
ス

タ
ー

テ
ィ

ン
グ

リ
ス

ト
へ

の
通

訳
者

氏
名

の
記

載
は

不
要

で
あ

る
が

、
毎

試
合

、
ス

タ
ー

テ
ィ

ン
グ

リ
ス

ト
提

出
時

ま
で

に
通

訳
者

を
ベ

ン
チ

入
り

さ
せ

る
旨

の
連

絡
を

TO
に

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

 
・

大
会

参
加

申
込

書
の

送
付

と
同

時
に

通
訳

者
を

ベ
ン

チ
入

り
さ

せ
た

い
旨

の
連

絡
を

TD
お

よ
び

主
催

者
に

し
て

い
る

。

 
・

TD
が

求
め

る
通

訳
者

に
関

す
る

情
報

を
チ

ー
ム

代
表

者
会

議
ま

で
に

TD
に

提
供

し
て

い
る

。
 
・

監
督

は
日

本
語

に
よ

る
意

思
疎

通
を

行
う

能
力

を
持

っ
て

い
な

い
。

（
外

国
人

コ
ー

チ
に

対
す

る
通

訳
者

の
ベ

ン
チ

入
り

は
不

可
）

 
・

通
訳

者
は

監
督

が
話

す
外

国
語

お
よ

び
日

本
語

に
堪

能
で

あ
る

。
 
・

通
訳

者
は

JH
A
が

発
行

す
る

登
録

証
を

所
持

し
て

い
る

。
（

種
別

は
問

わ
な

い
）

通
訳

は
国

際
化

の
流

れ
を

鑑
み

、
あ

く
ま

で
も

監
督

の
外

国
語

に
よ

る
発

言
内

容
を

日
本

語
に

変
換

し
て

選
手

に
伝

え
る

役
割

と
し

て
特

別
に

ベ
ン

チ
入

り
を

認
め

る
も

の
で

あ
り

、
通

訳
の

業
務

を
逸

脱
し

た
行

為
（

選
手

の
手

当
て

、
監

督
の

発
言

に
基

づ
か

な
い

コ
ー

チ
ン

グ
、

指
導

、
応

援
、

審
判

・
相

手
チ

ー
ム

へ
の

発
言

等
）

を
し

て
は

な
ら

な
い

。
違

反
し

た
場

合
は

、
TD

ま
た

は
TO

か
ら

退
場

処
分

を
与

え
る

場
合

が
あ

る
。

言
語

能
力

等
の

判
断

は
TD

が
行

う
。

大
会

運
営

規
程

で
関

連
す

る
定

め
が

別
途

あ
る

場
合

は
、

そ
れ

に
従

う
。

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
プ

レ
イ

す
べ

て
の

国
内

の
試

合

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
を

伴
う

プ
レ

イ
の

結
果

、
相

手
選

手
の

身
体

や
ス

テ
ィ

ッ
ク

に
触

れ
た

場
合

、
個

人
的

罰
則

は
イ

エ
ロ

ー
カ

ー
ド

に
よ

る
1
0
分

間
の

退
場

と
す

る
。

2
回

目
は

レ
ッ

ド
カ

ー
ド

と
す

る
。

ス
リ

ッ
プ

等
故

意
で

無
い

が
、

結
果

的
に

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
を

伴
う

プ
レ

イ
の

形
に

な
り

、
相

手
選

手
の

怪
我

を
誘

因
し

て
し

ま
っ

た
場

合
も

厳
正

に
対

処
す

る
。

そ
の

際
は

、
審

判
員

は
状

況
に

応
じ

た
罰

則
内

容
を

適
用

す
る

。

上
げ

ら
れ

た
ボ

ー
ル

（
ス

ク
ー

プ
）

す
べ

て
の

国
内

の
試

合

落
下

地
点

で
レ

シ
ー

ブ
し

よ
う

と
し

て
い

る
プ

レ
イ

ヤ
ー

に
対

し
、

そ
の

ボ
ー

ル
を

受
け

取
る

プ
レ

イ
ヤ

ー
が

ボ
ー

ル
に

触
れ

る
ま

で
、

相
手

側
プ

レ
イ

ヤ
ー

は
そ

の
プ

レ
イ

ヤ
ー

か
ら

5
m
以

内
の

距
離

に
近

づ
い

て
は

な
ら

な
い

。
但

し
、

プ
レ

イ
ヤ

ー
同

士
が

プ
レ

イ
可

能
範

囲
内

に
近

づ
か

な
い

こ
と

と
、

イ
ン

タ
ー

セ
プ

ト
後

も
プ

レ
イ

可
能

範
囲

に
な

ら
な

い
こ

と
（

レ
シ

ー
ブ

し
よ

う
と

し
て

い
た

相
手

プ
レ

イ
ヤ

ー
か

ら
離

れ
る

方
向

に
イ

ン
タ

ー
セ

プ
ト

し
た

ボ
ー

ル
と

共
に

動
い

て
い

く
こ

と
）

を
条

件
条

件
と

し
て

、
5
m
よ

り
離

れ
た

地
点

か
ら

近
づ

い
て

ボ
ー

ル
を

イ
ン

タ
ー

セ
プ

ト
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ス
タ

ー
テ

ィ
ン

グ
リ

ス
ト

に
記

載
す

る
選

手
の

人
数

制
限

に
つ

い
て

大
学

王
座

決
定

戦
、

全
日

本
学

生
選

手
権

、
全

日
本

社
会

人
選

手
権

、
全

日
本

選
手

権

ス
タ

ー
テ

ィ
ン

グ
リ

ス
ト

に
記

載
で

き
る

選
手

の
人

数
に

つ
い

て
、

大
学

王
座

決
定

戦
及

び
全

日
本

学
生

選
手

権
は

、
上

限
を

２
２

名
と

し
、

全
日

本
社

会
人

選
手

権
、

全
日

本
選

手
権

は
、

上
限

を
１

８
名

と
す

る
。

こ
の

こ
と

は
、

実
施

要
項

に
明

記
し

て
周

知
を

図
る

こ
と

と
す

る
。

そ
の

他
の

大
会

に
お

い
て

も
、

エ
ン

ト
リ

ー
人

数
並

び
に

ス
タ

ー
テ

ィ
ン

グ
リ

ス
ト

に
掲

載
す

る
人

数
の

上
限

に
つ

い
て

は
、

実
施

要
項

に
明

記
し

て
周

知
す

る
こ

と
と

す
る

。

ペ
ナ

ル
テ

ィ
コ

ー
ナ

ー
後

の
守

備
者

の
P
C
用

防
具

の
取

外
し

に
つ

い
て

す
べ

て
の

国
内

の
試

合
守

備
者

は
ペ

ナ
ル

テ
ィ

コ
ー

ナ
ー

の
終

了
後

の
再

開
が

ビ
ハ

イ
ン

ド
ヒ

ッ
ト

で
あ

っ
た

場
合

、
す

べ
て

の
P
C
用

防
具

を
取

外
し

た
後

に
ビ

ハ
イ

ン
ド

ヒ
ッ

ト
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
こ

れ
は

、
ビ

ハ
イ

ン
ド

ヒ
ッ

ト
と

な
っ

た
場

合
、

守
備

者
に

は
P
C
用

防
具

を
取

外
す

適
切

な
機

会
が

有
っ

た
も

の
と

み
な

さ
れ

る
か

ら
で

あ
る

。
但

し
、

P
C
用

防
具

の
取

外
し

に
不

要
に

時
間

を
消

費
し

て
は

な
ら

な
い

。

ペ
ナ

ル
テ

ィ
コ

ー
ナ

ー
後

の
守

備
者

の
フ

ェ
イ

ス
マ

ス
ク

の
着

用
に

つ
い

て
す

べ
て

の
国

内
の

試
合

ペ
ナ

ル
テ

ィ
ー

コ
ー

ナ
ー

の
守

備
者

の
安

全
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
ペ

ナ
ル

テ
ィ

コ
ー

ナ
ー

の
守

備
を

行
う

プ
レ

イ
ヤ

ー
は

、
顔

全
体

を
覆

う
フ

ェ
イ

ス
マ

ス
ク

を
着

用
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
プ

レ
イ

ヤ
ー

フ
ァ

ー
ス

ト
の

考
え

方
か

ら
、

フ
ェ

イ
ス

マ
ス

ク
を

探
す

等
に

時
間

を
要

し
た

場
合

に
は

、
4
0
秒

を
超

え
て

も
カ

ー
ド

の
対

象
と

し
な

い
。

2
0
2
6
年

度
の

国
内

大
会

で
実

施
す

る
レ

ギ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
一

覧
表
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全国ルール統一研修会 2026年2月14日(土) 13:00-17:00 オンラインハイブリッド
パナソニックリゾート大阪

アンチドーピング(AD)・インテグリティ
＆スポーツ医・科学情報

ＪＨＡAD・インテグリティ委員会/ スポーツ医・科学情報室

埴岡（はにおか） 隆
JHA理事（学識2022.7～）

JSPOスポーツデンティスト・ＪＡＤＡ承認Educator

1

025



2

2024年日本スポーツ歯科医学会

歯の事故と競技特性とマウスガードに関する競技規則との関係

歯・口の負傷事故の実態判明

発生頻度順位10万人対
１ 135件 ？
２ 84件 ボクシング
３ 66件 ドッジボール
４ 56件 アイスホッケー
５ 45件 バスケットボール

026



3
公益税団法人 スポーツ安全協会提供よりデータ提供

スポーツ安全保険の傷害保険金支払い実績による傷害統計データ

歯牙損傷（スポーツマウスガード関係）の発生件数・発生頻度

年度
ホッケー
加入者数

発生頻度 発生件数

平成29年
2017年度

8,166人

135/10万人 第1位
ﾎｯｹｰ, ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ, ｱｲｽ
ﾎｯｹｰ, ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

11件

令和４年度
2022年度

7,341人

15件
試合中5, 練習試合中2, 練習中

7, 不明1
中学生以下4, 高校・大学生6, 

社会人5
027



4

2024年秋開催の日本スポーツ歯科医学会で発表された
「歯の事故と競技特性とマウスガードに関する競技規則との関係」

歯・口の負傷事故の実態（再掲）

発生頻度（10万人対）順位
１ 135件 ホッケー
２ 84件 ボクシング
３ 66件 ドッジボール
４ 56件 アイスホッケー
５ 45件 バスケットボール

028



スポーツマウスガードの研究の数
ホッケーの負傷割合は世界でも高い

歯・口の負傷事故の実態（世界でも！！！）

総合歯科学雑誌2023年11/12月号

フィールドホッケー

マウスガードの作り方
別の研究数

5
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6
脳振盪手引書のJHAホームページ
ホッケー競技における脳振盪に対する手引書 2024年8月20日令和6年度第6回理事会 強化育成本部

喜久生明男、喜久生健太

１．はじめに
２．脳振盪とは
３．脳振盪の症状
４．セカンドインパクトシンドローム
５．脳振盪の徴候があった時の対応：疑ったときのツール
６．脳振盪が疑われた時の対応
７．脳振盪からの復帰

学業復帰の仕方 競技復帰の仕方
８．ピッチで誰が脳振盪、脳振盪疑いを判断するのか

脳振盪を疑ったときのツール
脳振盪からの段階的復帰 Pocket SCAT2

030



令和7年6月に「スポーツ活動中の熱中症
予防ガイドブック」の内容を改訂します-JSPO

7

JHAホームページ
第2版の掲載
を準備中

031



アスリートの手本としての役割・期待
8

厚生労働省世界禁煙デーポスターのアスリート
032



9

033



10

ドーピングとは アンチ・ドーピングとは なぜ、アンチ・ドーピングが必要なのか

スポーツにはどのような「価値」があるでしょうか？
我が国のスポーツ基本法には、「スポーツは世界共通の人類の文化」であると記載されています。

私たち人類は、スポーツの中で多様な価値を育み、継承してきました。それは、上記のような価値が、

単にスポーツの中でのみ尊重されているものではなく、
スポーツ以外の日常生活のさまざまな場面においても、さらには個人の生き方と
しても尊重され、守られるべきものだと、「世界の人々が信じている」からです。

あなたは「スポーツの価値」と聞いて何を想像しますか？
そして、未来に継承したい「スポーツの価値」は何ですか？

034



11

「クリーンスポーツ・スポーツの価値」

2023.11.11.NHKウェブ

2019.12.10.BBCニュース

035



2023.6にJHA規程施行 全国研修を継続
12

あなたにも適用されます

036



13

役割と責務を負います

037



14

サプリ

TUE

038



15
JADAではサプリ＝違反リスクあり！

サプリ情報公開サイト認証サプリ情報ではありません
039



【問い】アンチドーピング不正での予防策
を一つずつ挙げてください

①動機

②機会 ③正当化

その行為に対して「犯罪
ではない＝致し方ない」、
「自分だけでない」、「誰
にも迷惑をかけない」な
どと思うこと。

16

サプリのリスク

不正の

トライアングル

040



JHAホームページJSPOスポハラ相談窓口利用
17

041



JOCインテグリティオフィサーと面談2022年

18

日本人有名メジャーリーガーの通訳逮捕

042



192026年社会人リーグパンフレットのチーム・スローガン
次世代社会人選手のユースアスリートに向けて
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20
スピード感と安定感のあるフォルムは、
未来へ向けて発展しようという
日本ホッケー協会の意思を表現しています。

赤いボールから伸びる5本の横線は、それぞれ

を示しています。

伝統

革新

ホッケーのフェアプレー精神に則った、

情熱

品格 友情
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2026年のスムーズな運⽤に向けて

2026年2⽉14⽇
競技運営部審判部

2025年判定に関するレビュー
2026年ルール解釈と重点事項

全国ルール統⼀研修会資料

はじめに
責任と義務（競技規則２ページ）

• ホッケー競技に参加する者は、本規則書記載のホッ
ケー競技規則およびその他の情報を知っておかなけれ
ばならない。そして、本規則書に従って⾏動すること
を要求するものである。

• 安全ということを、第⼀に強調する。試合に関わる⼈
はすべて、⾃分以外の⼈の安全に⼗分配慮して⾏動し
なければならない。

• アンパイアは、試合をコントロールし、フェアプレイ
が確実に実⾏されるようにするという⼤事な役割を果
たす。
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競技規則の変更（2026年度）
2026年ルールブック改訂・発⾏無し（6⼈制も11⼈制に準じ発⾏なし）

 FIHルール変更
上げられたボールの落下地点のプレイヤーへは「ボールに触れた瞬
間」から、相⼿プレイヤーは近づくことができる。（FIH試験的運
⽤、国内2025年度より適⽤）※説明「競技規則9.10」（変更なし）
 FIHインドアホッケールールは改訂なし
2026年も利⽤します

その他
ホッケー5
パラホッケー
ビーチホッケー

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
試合を⾏うこと
2.1 12名以上のプレイヤーがフィールド上にいた場合

項⽬

• 12名以上の状況を修正するために時間を停⽌しなければならな
い。

• 試合に⼤した影響もなくほんのわずかな時間であれば、必ずし
も警告を与える必要はない。

• ⼈数が増えていたことで試合に⼤きく影響を及ぼしていたなら
ば、チームのキャプテンに個⼈的な罰則（カード）が与えられ
なければならない。

• 時間が再開されたり、プレイがリスタートされていた場合は、
時間停⽌前に下されていた判定を変えることができない。

• ペナルティを与えるために時間を停⽌した時に、反則を犯した
チームに対して、カード以外に何も罰則が与えられていなかっ
たならば、相⼿チームのフリーヒットによって時間とプレイが
再開される。

解説

• 浸透してきている。ビブス等投げて渡さないように留意。適⽤状況
• プレイヤー交代時にはビブスを使⽤する。
• 両アンパイア・リザーブアンパイア、TOは各クォーターの開始
時や（⼀時）退場者が出た場合、注意が必要。

2026年の
適⽤
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項⽬ごとの解説と2026年の適⽤

交代プレイヤーは、しゃがんで待機する必要はありません。

2.3 プレイヤーの交代について項⽬
• ⼀度に交代できるプレイヤーの数は無制限で、何回でも交代で
きる。フィールドへの出⼊りはセンターラインから３m以内の
場所で⾏われなければならない。

解説

• 浸透している。ビブス等投げて渡さないように留意。適⽤状況
• センターラインで交代を待っているプレイヤーは、しゃがんで
待機する必要はない。

2026年の
適⽤

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
試合を⾏うこと
2.3 プレイヤー（PC時）の交代について

項⽬

• 守備側のGKが怪我をするか、退場させられた場合にのみ、その
交代が認められる。

【参考】
• PC時、守備側が少ない⼈数で守らなければならない条件は、以
下の２つ。
①ボールがプレイされる前に、守備側プレイヤーがゴールライ

ンやバックラインを越えてしまったとき。
②ペナルティクロックの40秒経過の遅延⾏為による個⼈的罰則

（グリーンカード）が科せられたとき。

解説

• 特に混乱なく運⽤。適⽤状況
• 守備側のFPの怪我や退場させられた場合は交代できない。
• 11名全員FP（いわゆるパワープレイ） 時にPCを取られてしまっ
た場合は、フル装備のGKと交代することはできない。PS時とPC
時を混同しないように留意すること。

2026年の
適⽤
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項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
試合を⾏うこと
3 キャプテン（主将）

項⽬

• キャプテンが退場となった時は、代わりのキャプテンを指名し
なければならない。

解説

• 原則はキャプテンにカードが出された場合、代わりのキャプテ
ンにキャプテンマークを渡さなけらばならない。しかしながら、
グリーンカードの２分の退場時は代わりのキャプテンの指名を
黙認している状況。

適⽤状況

• 継続適⽤
• 国際⼤会においても国内と同様に、キャプテンのグリーンカー
ドによる⼀時退場時には、代わりのキャプテンの指名を黙認し
ている状況であることから、このような状況においてはすぐに
罰則としないこととする。

2026年の
適⽤

問題１

PC時、攻撃側のボールが23m内のサ
イドラインを越え、守備側のボールと
なった。
その際、PCの守備をしていたプレイ
ヤーが、カウンターを仕掛けようと、
PC⽤防具を取り外すことなく、前線の
プレイヤーへパスをした。
この場合どうなるのか︖
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項⽬ごとの解説と2026年の適⽤

試合を⾏うこと
4.2 PC時の守備側選⼿の防具の着⽤可能範囲の明確化（2022年変
更、2024年⼀部追加）

項⽬

• 守備者がPC⽤の防具を取り外す適切な機会が無かった場合、23mのエ
リア内にいる間、ペナルティ無しで防具を着⽤し続けることができる。
すべてのプレイヤーは、23mのエリアから出る前、またはアンパイアか
ら指⽰されたときに、すべての保護具を外さなければならない。

• 守備者はペナルティコーナーの終了後の再開が、いわゆるビハインド
フリーヒット（ボールがバックラインを越えた場合）であった場合、
すべてのPC⽤防具を取外した後に、ビハインドヒットを⾏うことがで
きる。これは、ビハインドヒットとなった場合、守備者にはPC⽤防具
を取外す適切な機会が有ったものとみなされるからである。但し、PC
⽤防具の取外しに不要に時間を消費してはならない。

解説

• 2022年新規適⽤（2024年⼀部追加）適⽤状況
• プレイに影響のある上記の違反に対しては、反対側チームにフリー
ヒットを与え、度重なる違反等状況によってはカード提⽰の個⼈的罰
則を与える。

2026年の
適⽤

6⼈制は適⽤範囲を⾃陣エリアとします。（「23m」を「⾃陣」と読み替える）

問題１の答え：PC⽤防具を外す時間があれば外さなければならない。

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
試合を⾏うこと
5.1 終了間際の判定

項⽬

• アンパイアが何らかの判定を下す間際（直前）にクォーターが
終了となってしまっても、アンパイアは判定を⾏うことができ
る。

• 終了間際でのアンパイアの判定後、クォーターが終了となって
しまっても、アンパイアは相⼿アンパイアとの確認等を通じて
判定を変更することができる。

解説

• 特に問題なく適⽤適⽤状況
• 終了間際の重要な判定を正確に⾏うための運⽤であることを競
技役員は意識する。

2026年の
適⽤
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項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
6.5 試合の開始と再開：ブリーについて（2022年変更）項⽬
• PC実施中、ブリーが与えられた場合PCが再び与えられる。解説
• 2022年変更箇所適⽤状況
• PC実施中にけがやプレイに関係無い事象が発⽣し、反則も起き
ていないのに試合を中断した場⾯等が想定される。

• 例えばPC実施中、アンパイアが守備側の⾜にボールが当たった
としてPCの判定したが、実際は⾜ではなくスティックであった
ため反則が何も無かったとしても、ブリーではなくPCが再び与
えられることとなる。

2026年の
適⽤

7.4c 守備側プレーヤーが、ボールを故意にバックラインを超え
るようにプレイして、なおかつそれが得点とならなかった場合

項⽬

• アンパイアは、PCを与えることを躊躇してはならない。解説
• アンパイアの解釈にばらつきがみられる。適⽤状況
• 継続適⽤
• SO時との違いに留意する。

2026年の
適⽤

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
試合を⾏うこと
9.10 上げられたボールの処理

項⽬

• 上げられたボールが落下してくる時、そのボールを受け取るプレイヤーが
ボールに触れるまで、相⼿側プレイヤーはそのプレイヤーから5m以内の距
離に近づいてはならない。

• 落下地点でレシーブしようとしている選⼿に対し、5mより離れた地点から
近づいてボールをインターセプトすることができる。ただし、選⼿同⼠が
プレイ可能範囲内で無いことかつ安全にプレイできる状態であること

• 落下点に位置取りしている選⼿が明確でない場合は、ボールを上げたチー
ムの相⼿側プレイヤーにレシーブ権がある。

解説

• 2026年も引き続き留意する。適⽤状況
• レシーブ権はボールを上げた時ではなく、落下してくる時であることを理

解すること。
• 落下地点でレシーブしようとしているプレイヤーに対し、5mより離れた地

点から近づいてボールをインターセプトすることができる。ただし、プレ
イヤー同⼠がプレー可能範囲内に近づかないことと、インターセプト後も
プレー可能範囲にならないこと（＝安全にプレイできること）が条件とな
る。

• 23mエリア内でレシーブしようと明確に待っている攻撃プレイヤーに対し、
守備プレイヤーが5m以内に故意に近づいていき、相⼿プレイヤーのプレー
可能な範囲でプレーしようとする⾏為は、PCとなる。同様の解釈でサーク
ル内の場合はPSとなる。

• 個⼈的罰則（カード）も状況に応じ適⽤する。

2026年の
適⽤
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項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
規則9.13 スライディングタックル項⽬
• 相⼿プレイヤーにスライディングタックルを⾏い、危険であったり、
危険を誘発したりする結果をもたらした場合は、故意の反則として個
⼈的罰則を適⽤する。

• 相⼿プレイヤーの⾝体、スティックに⾃分の⾝体やスティックが触れ
た場合は当然のこと、相⼿プレイヤーが接触による危険性を回避する
ような動作を取ることになった場合に、個⼈的罰則を適⽤する。

解説

• スライディングタックルの危険性の認識は浸透しているものの、アン
パイアが判定に躊躇する場⾯が2025年も何度か⾒受けられた。

• 2026年も引き続き留意が必要。

適⽤状況

• スライディングタックルの結果、相⼿プレイヤーの⾝体やスティック
に触れていた場合、個⼈的罰則はイエローカードによる10分間の退場
とする。2回⽬はレッドカードとする。

• スリップ等故意で無いが、結果的にスライディングタックルの形にな
り、相⼿プレイヤーの怪我を誘因してしまった場合も個⼈的罰則を適
⽤する。ただし、状況に応じてアンパイアは罰則内容を変更して適⽤
する。

• スライディングプレイが、必ずしもすべて個⼈的罰則（カード）の対
象とはなるわけではないことも理解しておくこと。

2026年の
適⽤

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
試合を⾏うこと
12.4 サークル内に転がっている守備側⽤具類にボールが当たっ
て、その結果、おそらく⼊っていたと思われる得点が妨げられた
ならば、PSとなる。

項⽬

PSの成⽴条件は2つ
 守備側のプレイヤーによるサークル内の反則で、そのことによ
りおそらく⼊っていたと思われる得点が妨げられた場合。

 守備側プレイヤーによるサークル内での故意の反則で、攻撃
側のプレイヤーが実際にボールを保持したり、保持しようと
したりしているのを妨げられた場合。

• ゴールライン直前でシュートボールをFPが⾜で防いだ場合と同
じ解釈でPSとする。

• サークル内で転がっている守備側プレイヤーの防具類にボール
があたった場合（上記除く）は、PCとする。（競技規則試合を
⾏うこと9.16）

解説

• 2020年〜2025年での適⽤事例報告なし適⽤状況
• 継続適⽤2026年の

適⽤
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項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
試合を⾏うこと
13.1a FHの再開地点（反則の起こった近い所から⾏われる。）

項⽬

• 「近い所」という表現は、反則が起こった場所からプレイ可能な範囲
内のことで、これは攻撃側があまり有利になりすぎないように意図す
るものである。

• フリーヒットが⾏われる場所は、23mエリア内では、さらに正確でな
ければならない。

解説

• アンパイアが試合を過剰に⽌め、ホッケーのスピード感を奪っている
場⾯が散⾒される。2026年も引き続き留意が必要。

適⽤状況

• 23ｍエリア内ではより厳しく、23ｍエリア外であれば、攻撃側があま
り有利（守備側があまり不利）になりすぎないようにする。ただし23
ｍエリア外であれば、「近い所」に拘り過ぎて試合を過剰に⽌めない
ように留意することが必要。

• リスタートのポイントに対して、チームベンチも拘り過ぎないこと。

2026年の
適⽤

13.1b サークル内で守備側チームに与えられたFHの再開地点項⽬
• サークル内で守備側チームに与えられたFHの再開は、サークル
内のどこから始めてもよい。

解説

• 適⽤が完全に浸透していない。適⽤状況
• 継続適⽤
• プレイヤーにはルールの理解促進と上⼿な活⽤を期待

2026年の
適⽤

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
試合を⾏うこと
13.2f サークル付近の攻撃側FHで、攻撃側が即座にリスタートし
なかった場合には、守備側選⼿は再開地点から5m以上離れなけれ
ばならない。

項⽬

• サークル付近の攻撃側FHが即座にドリブル（セルフパス）でリ
スタートされた場合、リスタート時点でサークル内にいる守備
プレイヤーは、ドリブルする攻撃プレイヤーを追っていくこと
ができる。ただし、ボールが5m動かされるまでその攻撃プレ
イヤーに影響を与える⾏為をしてはならない。

• 攻撃側FHが即座に開始されなかった場合は、たとえサークル内
にいたとしても、守備側プレイヤーはリスタート地点から5m
以上離れなければならない。

解説

• 概ね浸透してきている。適⽤状況
• FHの再開まで時間的余裕があるのに、守備側プレイヤーがリス
タート地点から5m（6⼈制は4m）以上離れようとしないのは反
則となることに留意してアンパイアは注意を促す。（状況に
よっては反則とする）

2026年の
適⽤
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項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
13.3 PC時は試合時間を停⽌項⽬
• PC判定時からPC開始までの最⼤40秒間試合時間を停⽌する。（40秒
シュートクロックのカウント開始）

• アンパイアがPC開始の笛を吹いた瞬間に試合時間の計時を再開。
• 連続して⾏うPCでは試合時間は停⽌するが、40秒間を待たずにプレイ
ヤーの準備ができ次第再開する。

• PC完遂（PC解除）条件は下記（規則13.5）の６項⽬。下記以外でPCと
なった場合は連続して⾏うPCとして扱う。
①得点 ②守備側FH
③ボールがサークルから5m以上離れた時
④ボールがバックラインから出てPCでないとき
⑤守備側プレイヤーの反則でPCでないとき
⑥PS

解説

• 概ね浸透してきている。適⽤状況
• 連続して⾏うPCでは、40秒間がプレイヤーに与えられていることでは
なく、速やかに再開しなければならないことを認識し、アンパイアは
プレイヤーに協⼒を促す。（円陣は認められない）

• アンパイアの注意にも関わらず時間をかけていると判断される場合は、
遅延⾏為の反則を適⽤する。（カード提⽰）

• アンパイアは上記③ボールがサークルから5m以上離れたか微妙な場合、
PC解除となるゼスチャーをできるだけ⾏うこととする。

2026年の
適⽤

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
試合を⾏うこと
規則13.3 PC時フリックやタッチシュート及びスクープによる
シュート及びヒットによる２打⽬以降のシュートにおいては、危
険でない限りボールはいかなる⾼さに上がってもかまわない。

項⽬

• １打⽬のフリックシュートを打ち損じてしまった（ボールは危
険な⾼さに上がることなく、転がっている状況）ボールを拾っ
て、攻撃側がヒットシュートし、ボードを超えた⾼さでゴール
に⼊った場合、得点となる。

• シュート（ホッケー⽤語「競技規則１３ページ）とは？攻撃側
のプレイヤーによって、サークル内で得点を得ようとするため
にゴールに向けてボールをプレイする動作のこと。ボールが
ゴールを外れたとしても、もしもそのプレイヤーの意識がゴー
ルに向かってシュートしようとしていたならば、それは
「シュート」である。

解説

• 2025年の適⽤事例報告なし適⽤状況
• 継続適⽤2026年の

適⽤
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項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
試合を⾏うこと
規則13.3 PC時のフリックシュートの危険性

項⽬

• PC実施中において、最初にシュートされたボールが5ｍ以内に
いる守備側プレイヤーの膝⽫から下に当たった場合は、もう
⼀度PCが与えられなければならないし、ボールが5ｍ以内にい
て通常の構え⽅で⽴っている守備側プレイヤーの膝⽫もしく
は膝⽫より上に当たった場合は、そのシュートは危険とみな
して、守備側チームにフリーヒットが与えられなければならな
い。

解説

• 2025年は概ね問題なく適⽤されたが、2026年も引き続き留意が
必要。ただし通常のプレイ時、アンパイアによる若⼲のばらつ
きが⾒られた。

適⽤状況

• グラウンドに膝をついていたり、倒れているような状態で無い
限り、原則として通常の構え⽅（常識の範囲）として判定する。

• PCに限らず、通常のプレイでも同様である。

2026年の
適⽤

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
試合を⾏うこと
規則13.6a PC時の球出し

項⽬

• バックラインからプッシュまたはヒットによる「球出
し」をするプレイヤーは、少なくとも⼀⽅の⾜をフィー
ルドの外に出しておかなければならない。

解説

• 2025年も⾛りながら「球出し」をする際、後⾜がライン
を踏んだり、両⾜ともにフィールドの中に⼊っている状
況が時々⾒られた。

• 2026年も引き続き留意が必要。

適⽤状況

• アンパイアは特に⾛りながら「球出し」をするプレイ
ヤーには注視し、後⾜がラインを踏んだり、両⾜ともに
フィールドに⼊っているようであれば、PCアゲインとす
る。

2026年の
適⽤
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項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
試合を⾏うこと
13.6c・d PC時の守備側フライング、遅延⾏為

項⽬

• PC時の守備プレイヤーのフライングでは、当該プレイヤー（GK
の場合は代わりのFP)がセンターラインに戻り、その際のPC守
備者は4名以下に制限される。

• 40秒経過しても準備ができていない守備側プレイヤーは、カー
ドが提⽰される。その際のPC守備者は４名以下に制限される。
（GKの場合は代わりのFPにカードを提⽰）

• 連続して実施されるPCで制限は継続する。（＝PC解除で制限も
解除）

解説

• 連続となるPCで5名での守備を⾏いやすい。適⽤状況
• 反対側アンパイアが守備⼈数に特に留意する。
• 万が⼀、上記に該当する状況で5名で守備を⾏ったとしても、

PC開始までの指摘がない限り、そのままプレイを続⾏し、結果
の修正は⾏わない。

2026年の
適⽤

 6⼈制では、40秒クロックはなく、準備ができ次第速やかにPCを再開する。
 6⼈制では「5名」を「4名」に読み替える。

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
試合を⾏うこと
13.6e PC時の攻撃側フライングでは、球出しプレイヤーがセン
ターラインまで戻る。

項⽬

• PC時の攻撃側プレイヤーのフライングでは、球出しプレイヤー
がセンターラインに戻る。代わりの球出しプレイヤーはサーク
ル付近にいるプレイヤーが⾏う。（PCアゲイン）

• 球出しプレイヤーのフェイントも同じ対応（PCアゲイン）
• 連続して⾏うPC時は当該プレイヤーは再びセンターラインに戻
る。

解説

• 2026年も引き続き留意が必要。適⽤状況
• フライング発⽣時は、球出しプレイヤーがセンターラインに戻
ることを反対側アンパイアが特に注意する。

• センターラインに戻る球出しプレイヤーの代わりをサークル付
近にいないプレイヤーを呼んで⾏おうとするチームに対し、ア
ンパイアは注意を促す。注意が守られない場合は、攻撃側チー
ムの遅延⾏為を適⽤し、当該プレイヤーにカードを提⽰し、守
備側のフリーヒットで再開する。

2026年の
適⽤

055



項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
13.7.d ペナルティストロークについて項⽬
• PSを⾏うプレイヤーは、ストロークを開始する前にボールの後
⽅で、しかもボールに対してプレイ可能な範囲に⽴たなければ
ならない。

解説

• 2024年ボールを跨いで実施した事例報告あり。適⽤状況
• そのままストローク（ボールを跨いだ状態）が⾏われ得点が
⼊った場合は、規則13.9.cが適⽤され、守備側にフリーヒット
が与えられる。

2026年の
適⽤

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
13.7.e ペナルティストロークについて項⽬
• フィールドプレイヤー（FP)としてゲームに参加しているプレ
イヤーが守備をする場合は、防具としてフェイスマスクのみを
着⽤することができる。

• PSの守備側チームがフィールドプレイヤーのみでプレイするこ
とを選択していて、フル装備のGKとの交代を⾏わなかった場合
は、守備者はその守備のためにスティックだけを使⽤すること
ができる。（PS時、GKの交代は可能である。）

• フィールドプレイヤーが守備をする場合は、GKのヘッドギアを
着⽤することはできない。

解説

• 2026年も引き続き留意が必要。適⽤状況
• 交代については、PS時とPC時を混同しないように留意すること。2026年の

適⽤
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問題２

キャプテンが、グリーンカードで2分間の退場と
なってしまった。
その後、キャプテンが退場中にチーム責任者とし
て、5分のイエローカード（プレイヤーが規定よ
りも多い等）が出された場合、正しいものは次の
①②のどれ︖
①退場時間はグリーンカードの2分＋イエロー
カード5分の計７分となる。
②退場時間はグリーンカードの2分はリセットさ
れ、後に出された5分のイエローカードで計測さ
れる。

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
競技運営規定 付属書１ ホッケー競技規則に優先する項⽬
３.１.e グリーンカード、４.１.f イエローカード

項⽬

• 着席中にさらにカードを掲⽰された場合、最初に⽰された時間に追加
され、最初の出場時間停⽌の終了後直ちに追加されたカードの時間の
計測を開始する。

解説

• 2025年での適⽤事例報告なし適⽤状況
• 特にTOは留意する。2026年の

適⽤
競技運営規定 付属書１
３.１.g グリーンカード、４.１.h イエローカード

項⽬

• PC実施中であっても、退場時間が完了したらフィールドに戻ることが
できる。（ただし、ストップ制の試合に限る。）

• これまではPC実施中は、混乱を避けるため退場プレイヤーの⼊場を認
めていなかったが、国際⼤会の運⽤に併せプレイヤーの⼊場を認める
こととする。

解説

• 2026年度より適⽤適⽤状況
• TOは退場時間の完了を伝えるタイミングに留意する。2026年の

適⽤

問題２の答え︓①
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項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
競技運営規定 付属書１ ホッケー競技規則に優先する項⽬
５.２ ペナルティコーナークロック

項⽬

• すべての守備側プレイヤーは顔⾯または頭部全体を保護するフェイス
マスクを着⽤し、ペナルティコーナーの完遂まで外してはならない。

解説

• 2025年7⽉1⽇通達適⽤状況
• 守備側プレイヤーのフェイスマスクなどの防具を探す⽬的等、安全を
優先させるための⾏為であった場合、アンパイアは安全を優先させる
ために、保護具の着⽤に通常よりも時間がかかることを許容しなけれ
ばならず、個⼈的罰則（カード）を使⽤するべきではない。
しかしながら、故意に着⽤を遅らせていた場合は遅延⾏為として、
個⼈的罰則（カード）を使⽤する。

2026年の
適⽤

競技運営規定 付属書１
５.４ ペナルティコーナークロック

項⽬

• PCの完遂の前に守備側プレイヤーが意図的にフェイスマスクを外した
場合、攻撃側に再びPCが与えられる。

解説

• 2025年7⽉1⽇通達適⽤状況
• 当該サークルのアンパイアだけでなく、反対側のアンパイアの協⼒も
必要。

2026年の
適⽤

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤

※保護具は正しく着⽤ください
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項⽬ごとの解説と2026年の適⽤

競技運営規定 付属書１
５.６ ペナルティコーナークロック

項⽬

• ペナルティコーナークロックに対する判定については、チーム
リファーラルの対象外となる。

解説

• 2025年7⽉1⽇通達適⽤状況
• 両アンパイアだけでなく、TOやリザーブアンパイアも含めて留
意する。当然ながらチームも⼗分に理解しておくこと。

2026年の
適⽤

競技運営規定 付属書１
５.５ ペナルティコーナークロック

項⽬

• 遅延⾏為による個⼈的罰則（カード）が攻撃側のプレイヤーに
与えられた場合、守備側にフリーヒットが与えられる。

解説

• 2025年7⽉1⽇通達適⽤状況
• 通達前（個⼈的罰則を受けたプレイヤーを除いた状態で、PCを
実施する）と勘違いしないように留意する。

2026年の
適⽤

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
競技運営規程 付属書3 シュートアウト戦
12g.SO時のフライングの対応

項⽬

• シューター⼜はGK⼜は守備を⾏うプレイヤーが、アンパイアが
笛を吹く前にプレイを開始した場合、シュートアウトはやり直
しとなる。

解説

• 明確化して記載。実運⽤は変更なし。適⽤状況
• SO時の故意のフライングはグリーンカードによる警告（退場と
はならない）。

• 同⼀チーム内の2回⽬（1回⽬と別の選⼿でも）の故意のフライ
ングはイエローカード提⽰により退場処分とする。

2026年の
適⽤
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項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
競技運営規則付属書3 シュートアウト戦
12.h.v GKまたは守備するプレイヤーの故意の反則

項⽬

• GKまたは守備するプレイヤーがサークル内外で故意の反則をし
た場合は、PSが与えられる。

解説

• 2025年での適⽤事例報告なし適⽤状況
• GKまたは守備するプレイヤーがサークル内外で故意でない反則
をした場合は、同じプレイヤーで再度SOが⾏われる。

2026年の
適⽤

競技運営規則付属書3 シュートアウト戦
12.h.vi GKまたは守備するプレイヤーが故意にバックラインを超
えるようにボールをプレイすること

項⽬

• GKまたは守備するプレイヤーが故意にバックラインにボールを
出すことは許される。（再びSOやPSとはならない。）

解説

• 概ね浸透している。適⽤状況
• 通常の試合時とSO時に故意にバックラインを超えるようにプレ
イすることの違いを認識すること。

2026年の
適⽤

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
競技運営規則付属書3 シュートアウト戦
13 PSが与えられた時

項⽬

• 公式試合記録に記載されているプレイヤーがPSの攻撃または守
備を⾏うことができる。（ただし退場処分となっているプレイ
ヤーを除く。）

• PSが与えられてから完遂するまでの間に、スティックを交換し
てはならない。

解説

• 問題なく適⽤適⽤状況
• アンパイア・TOともに留意する。2026年の

適⽤
競技運営規程付属書3 シュートアウト戦
16 SO時にイエローカードまたはレッドカードが掲⽰（退場）された場合

項⽬

• 攻撃プレイヤーの場合は、当該攻撃は不成功となり、その後の当該プ
レイヤーの攻撃も⾃動的に不成功となる。

• 守備プレイヤーの場合は、5名の攻撃側プレイヤーから1名を選んで守
備するプレイヤーとすることができ、その際は（希望があれば）GK装
具を装着する時間を与える。

解説

• 2025年適⽤事例報告なし適⽤状況
• グリーンカードは警告で退場とはならないことに留意する。2026 年の

適⽤
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項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
競技運営規程付属書3 シュートアウト戦
17〜19 SO時にプレイ不能となった場合

項⽬

• 攻撃プレイヤーの場合は、退場処分となっているプレイヤー
以外の公式試合記録に記載されているプレイヤーの中から交
代することができる。

• 守備プレイヤーの場合は、退場処分となっているプレイヤー
以外の公式試合記録に記載されているプレイヤーの中から交
代することができる。5名の攻撃側プレイヤーから1名を選ん
で守備するプレイヤーとすることもでき、その際は（希望が
あれば）GK装具を装着する時間を与える。

解説

• 2025年適⽤事例報告なし適⽤状況
• プレイ不能となり交代されたプレイヤーは、それ以降のSOに
参加できないことに留意する。

2026 年
の適⽤

項⽬ごとの解説と2026年の適⽤
競技運営規程付属書3 シュートアウト戦
23〜25 SO時、同⼀プレイヤーが同⼀シリーズ内で2回以上の攻
撃を⾏った場合

項⽬

• 2回⽬以降の攻撃結果は無効となる。
• 適正な攻撃順序の遵守はTOではなく、チーム監督に責任があ
る。

• 次のSO開始の笛が吹かれるまでは、攻撃結果を失敗に修正で
きる。（笛が吹かれたら修正はできなくなる。）

• 勝敗を決定した最後のSOであった場合は、両チームの監督が
サインを完了するまでは修正が可能である。

解説

• 2025年適⽤事例報告あり適⽤状況
• TOが留意することはもちろんではあるが、チーム監督が責任
を持って攻撃プレイヤーを指名すること。

2026 年
の適⽤
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問題３の答えは
もう必要ありませんよね…

問題３ イン、アウトの境界線
どこからイン︖ アウト︖

 誰もが安全にゲームを⾏うため
 誰もが同じ理解でプレイをして楽しむため
 誰もが同じ理解でゲームを観て楽しむため

ルールは何のためにあるの？
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本⽂書における略語

（参考）

意味略語
ペナルティコーナーPC

ペナルティストロークPS

フリーヒットFH

フィールドプレイヤーFP

ゴールキーパーGK

シュートアウトSO

テクニカルオフィサーTO

テクニカルデリゲートTD
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大　　会　　名 大会回数 期　　　　間 主管協会・連盟 会　　　　場 主催・共催

高円宮牌２０２６ホッケー日本リーグ（さくらリーグ） 第３０回
ホッケー

ジャパンリーグ

駿河台⼤学ホッケー場・⼭梨学院ホッケースタジアム・⽴命館OICフィールド・コカ・コーラレッドスパークスホッケース
タジアム・川崎重⼯ホッケースタジアム・今市⻘少年スポーツセンター⼈⼯芝競技場・⼤井ホッケー競技場（メイン
ピッチ・サブピッチ）・赤磐市熊山運動公園多目的広場

共催

高円宮牌２０２６ホッケー日本リーグ（サムライリーグ） 第２５回
ホッケー

ジャパンリーグ

越前町営朝⽇総合運動場・川崎重⼯ホッケースタジアム・今市⻘少年スポーツセンター⼈⼯芝競技場・OSPホッ
ケースタジアム・⼭梨学院ホッケースタジアム・阿須運動公園ホッケー場・⽴命館OICフィールド・⼤井ホッケー競技
場（メインピッチ・サブピッチ）・駿河台⼤学ホッケー場・三成公園ホッケー場・⼩⽮部ホッケーフィールドby三井アウト
レットパーク

共催

福井県立ホッケー場

越前町営朝日総合運動場

ＯＳＰホッケースタジアム・米原市伊吹第１グラウンド

県民共済ドーム長浜

六ヶ所村内子内農山村広場多目的広場

青森県立三沢高等学校グラウンド

福井県立ホッケー場

越前町営朝日総合運動場

川崎重工ホッケースタジアム

岐阜各務野高等学校ホッケー場

第３回

主催

共催

２０２６年度 国際・国内競技会 主催・共催計画

共催

全日本大学ホッケー王座決定戦・東西交流戦 第４５回 ６月２５日（木）～６月２８日（日） 北信越学連 主催

全国高等学校ホッケー選手権大会
男子第８９回
女子第６８回

８月８日（土）～８月１２日（水） 滋賀

社会人女子プレミアムカップホッケー

都農町藤見公園人工芝

未定

全日本社会人ホッケー選手権大会
男子第６８回
女子第４８回

１０月１０日（土）～１０月１４（水） 宮崎

国民スポーツ大会ホッケー競技 第８０回 ９月４日（金）～９月８日（火） 青森

瀬戸町江尻レストパーク全日本中学生ホッケー選手権大会 第５６回 ８月１４日（金）～８月１７日（月） 同大会実行委員会

９月１９日（土）～１０月４日（日）

主催

共催

全日本マスターズホッケー大会 第２４回 ９月１１日（金）～９月１３日（日） 広島 主催

全国スポーツ少年団ホッケー交流大会 第４９回 ９月２１日（月・祝）～９月２３日（水・祝） 東京 大井ホッケー競技場（メインピッチ・サブピッチ）

川崎重工ホッケースタジアム（各務原市）

広島広域公園第二球技場

共催

共催

主催

全日本中学生都道府県対抗
１１人制ホッケー選手権大会

第２７回 １０月２４日（土）～１０月２５日（日） 同大会実行委員会 主催

全日本学生ホッケー選手権大会
第７５回男子
第４８回女子

１０月３０日（金）～１１月３日（火・祝） 関東学連 大井ホッケー競技場（メインピッチ・サブピッチ）

AHFアジア競技大会（２０２６／愛知・名古屋） 第２０回

全日本女子ホッケー選手権大会
出場プレーオフ

未定

主催

全日本女子ホッケー選手権大会 第８７回

未定(男子：NHKによるテレビ放映)

主催

全日本男子ホッケー選手権大会 第１００回 主催

マスターズホッケー JAPAN CUP 第７回 １１月２８日（土）～２９日（日） 東京 大井ホッケー競技場（メインピッチ・サブピッチ）

全国高等学校選抜ホッケー大会 第５８回 １２月１９日（土）～２３日（水） 岐阜高体連 共催
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国際動向（情報）の整理・把握の目的
プレイヤー・コーチ・オフィシャルの将来的な海外挑戦支援を見据え、FIH World Rankingの上位の常連、世界基準のリーディング国
におけるリーグ情報等をタイムリー・体系的に把握。世界に引けを取らないJHAの「国際性」（最先端の人財・情報・知識）の基盤
構築・強化、国際舞台での存在感向上を目指す。

整理・把握国（FIH Pro League参戦中の欧州諸国リーグ）の概観

世界ランク
(‘26.2時点)

トップリーグ

チーム数

フォーマット

開催期間
（目安）

オランダ ドイツ ベルギー ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ スペイン

#1 #1 #3 #7 #2 #3 #7 #8 #6 #6

Hoofdklasse Bundesliga
(1. Bundesliga)

iON Hockey League
(Division of Honour) Premier Division División de Honor

De Hockey Hierba

上位4チームPlay-off進
出

最下位自動降格、10・11
位はPlay-outで昇/降格

12 12 12 12 12

 レギュラーシーズンは前期成
績応じてプール戦(6×6)

 Play-offは各プール上位4
チームによるたすき掛け

各プール下位2チームは下
位リーグを経て昇/降格

上位4チームPlay-off進
出

下位2チームは自動降格
10位はPlay-out戦にて、
昇/降格

 シーズン前半(phase1)の
成績により上/下位6チー
ム に 分 か れ て 後 半
(Phase2)リーグ戦

上位4チームによりPlay-
offリーグ戦(Phase3)

上位4チームPlay-off進
出

最下位は自動降格
 11位はPlay-out戦にて昇

/降格

(出所)各国NFの公式ウェブサイト及び民間サイト（https://www.flashscore.es/） ※一部Wikipedia経由 ※イングランド：藤本一平氏より情報提供

9月～5月末/6月頭 9月～5月末 9月～5月末 9月～4月中旬 9月～5月末

下位リーグ  ナショナルリーグ3部構成
・Promotieklasse
・Overgangsklasse

以下地域リーグあり(1部・
2部・3部･･･)

 ナショナルリーグ2部構成
・2. Bundesliga
（北部と南部に分かれる）

以下地域リーグ有(州単位)
・Regionalliga
・Oberliga
・Verbandsliga

 ナショナルリーグ2部構成
・National 1

以下地域リーグについて体
系的な情報はなし

 ナショナルリーグは3部構成
・Division1 North/South
・Conference
以下地域リーグあり(Area

Hockey League)。ロンドン
では男女ともに6部まで存在。

 ナショナルリーグは3部構成
・Division de Honor B

以下地域リーグあり(州単位
での運営)
・Primera Division
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(参考)オランダ：1部から下部・地域リーグまで一貫したリーグストラクチャーを構築・運営

(出所)当該国NFの公式ウェブサイト

Hoofdklasse(ホーフトクラッセ) ～男女各12チーム

Promotieklasse(プロモーティエクラッセ）～男女各12チーム

Overgangsklasse(オーファーギャングスクラッセ）～A / Bに分かれて男女各24チームがプレー

Eerste – Tweede – Derde Klasse(1/2/3eクラッセ) ～地域性に応じてリーグプールが組成

M

W

OR Pinoke Kampo
ng

Bloem
endaal

Rotter
dam

Amster
dam

Den 
Bosch

Hurley SCHC TilburgHDM HGCKZ

✓
✓

Laren

✓
-

-

男女ともに強豪クラブは太宗が同一（SCHC・HGC男子もHoofdklasse所属経験あり）

▲ ▲最上位& PO勝者 最下位& PO敗者

• Huizen
• HGC
• Xenios
• AthenA
• GCHC
• Roomburg

• AMVJ
• Houten
• Leonidas
• Rijswijk
• MEP
• Zwart-Wit

▲ ▲最上位& PO勝者 最下位& PO敗者

▲ ▲最上位& PO勝者 最下位& PO敗者

Nijme
gen

Leiden Push Ring 
Pass

Vic-
toria

SCHC Tilburg Voor-
daan

Were 
Di

Berkel-
Rodenri

js

Carto
uche

HuizenAlmere Ede

より多様なクラブチームの参戦がみられる
HBS HIC

M

W

✓
✓ ✓

-

H’klasse

Schaer
weijde

-

• Gooische
• Phoenix
• Zwolle
• Voordaan
• KZ
• Laren

• AtenA
• Schiedam
• Myra
• Rood-Wit
• Union
• MOP

• HCAS
• Gooische
• Were Di
• Herons
• HUDITO
• HBS

• Groningen
• Phoenix
• Forescate
• Goirle
• Myra
• Spandersbosh

• Cartouche
• Delta Venlo
• Schaeweijde
• Wageningen
• Helmond
• Xenios

• GCHC
• Alkmaar
• Bully
• DES
• Fletiomare
• Houten

12

12

24

ナ
シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
グ
の
範
囲

クラブ名
(一部略称)

中
央
競
技
団
体
が
す
べ
て
統
括
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(参考)ドイツ：1部から下位まで昇降格は一貫しているが、地域リーグは州・地区単位統括

(出所)各国NFの公式ウェブサイト及び民間サイト（https://www.flashscore.es/） ※一部Wikipedia

1. Bundesliga(ブンデスリーガ1部) ～ 男女各12チーム（太宗が同一クラブチーム）
MEN WOMEN

• Hamburger Polo
• Manheim
• Mulheim
• Koln

• Alster
• UHC Hamburg
• Mannheimer
• Harvestehuder

• Crefelder
• Gladbacher
• Munchner
• Frankfurt

• Mannheimer
• Alster
• Dusseldorfer
• Harvestehuder

• Berliner
• Hamburg
• Bremer
• Grossflottbeker

• Koln
• Munchner
• Raffelberg
• Frankfurt

2. Bundesliga(ブンデスリーガ2部) ～ 南北に分かれて各20チームが参戦
North

South

• DSD Dusserldolf
• Dusseldorfer HC
• Grossflotbeker
• Raffeelburg

• Marienburger SC
• Dtv Hannover
• Schwars Weiss Koln
• HTC Schwarz-Weiss Neuss

• Braunschweiger THC
• Bonner THV

North

South
• Berliner
• Zehlendorfer

Wespen
• BW Berlin
• Stuttgarter Kickers

• Wiesbadener
• Numberger
• Numberg
• Lludwigsburg

• Frankenthal
• Cothener HC 02

• DSD Dusserldolf
• Uhlenhorst Mulheim
• Bayer Leverkusen
• Banner

• Eintracht Braunschweig
• Schwarz-Weiss Neuss
• Klipper THC Hamburg
• Hamberger Polo

• TG Heimfeld
• Blau Weiss Koln

• TSV Mannhheim
• Deudenheimer
• TuS Lichterfelde
• Ludwigsburg

• 1. Hanauer THC
• HG Nurmberg
• Zehlendorfert Wespen
• Russelsheimer RK

• Nurnberger HTC
• SG Rotation

Prezlauer Berg

以下、 州・地区単位協会による運営(ｴﾘｱによって階層異なる)

1. Regionalliga

2. Regionalliga
 / Oberlliga(ｵｰﾊﾞｰﾘｰｶﾞ)

Verbandasligen
(地区協会単位リーグ)

北部 東部 西部 南部

北部ｵｰﾊﾞｰﾘｰｶﾞ 東部ｵｰﾊﾞｰﾘｰｶﾞ 西部ｵｰﾊﾞｰﾘｰｶﾞ Regionalliga2部(男子のみ)

南部ｵｰﾊﾞｰﾘｰｶﾞ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
グ
の
範
囲

中
央
競
技
団
体
統
括

州
協
会
単
位
で
統
括
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多様なホッケー人材の「国際性」向上に向けて ～ 将来展望
属性（プレイヤー・コーチ・オフィシャル等）を問わず、より多くの日本のホッケー人材が、世界の先端的で実践的な知見・ノウハウ・
経験を得られるよう、JHAが情報の受発信主体（プラットフォーマー）となり、すでに海外で実践的な知見・経験を有するファミリーか
らの情報収集や、諸外国のキーマンとの既存ネットワークを活かした情報収集機能を強化する（a. 受信機能の強化）と共に、今
後、海外リーグへの挑戦を希望するファミリーへの情報提供のほか、挑戦を目指すファミリーと現地関係者・団体との「つなぎ」、現地
リーグ挑戦に向けた（ハンズオンの）伴走・相談対応機能の発揮（b. 発信機能の獲得）を目指す。
（現時点の将来展望であり、実現を約束するものではない）

受信機能の強化

諸外国の知見・経験を有する
ファミリーの知見集約

a 発信機能の獲得b

a-1

a-2

諸外国挑戦の関心がある
ファミリーへの情報提供

b-1

諸外国挑戦に向けた
各種ハンズオン支援

b-2

既存のアセットを活かして、まず取り組む事項 将来的に実現を目指す事項

選手・コーチ・アンパイア・
TO・その他有識者等々

068



競技運営部）競技役員登録者数

Copyright. Japan Hockey Association.

事業本部

競技運営部）競技役員登録者数
・２０２５年度JHA競技役員登録者数：１，６８６名（男性1,045名・女性641名）
・２０２５年度JHA競技役員未登録者数：３９８名
未登録者への対応ですが、システムにログイン済の場合、メールアドレスが判明しているので、ログイン済＋今年度未登録者を

  抽出して、システムから未更新の資格別に更新が必要である旨のメール一斉配信、また未ログインの方については、該当者を
  絞って昨年度まで登録のあったメールアドレスと突合して、登録のアドレスから更新のお願いメールを配信
・都道府県別 各階級一覧表（重複登録者含む）
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事業本部

競技役員の育成について（講習会・試験）

●各ブロック、連盟開催での講習会開催（T3/T4/B/C/D）
競技役員に対する資質の向上、資格認定の講習会を実施
競技運営部認定の講師を派遣し、講習会内容の正確性、統一性を図った
継続して競技役員の確保に努める（特に女性審判の育成・国際を目指す審判員の育成）

●２０２５年度昇格試験合格者数
各ブロック予選・各種全国大会で開催
Ｔ１：  名 Ｔ２：１３名 Ｔ３：７名 Ｔ４：１８６名
Ａ級：  名 Ｂ級：８名 Ｃ級：３０名 Ｄ級：１５５名
ＵＭ： 2名

●国際を目指す審判講習会
世界の舞台で活躍した審判海外から招致し、国際で活躍を目指す審判員を対象とした講習会を開催
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登録規程 2026 年度改定の概要 

 

1．改定の背景・目的 

• 登録制度の運用実態を踏まえ、チーム登録と個人登録（ライセンス制）の位置付けを明確化

するため。 

• 登録種別・年齢区分を整理し、分かりやすく公平な登録制度とするため。 

• 登録管理の効率化および大会運営の円滑化を図るため。 

 

2．改定のポイント（要点） 

（1）登録制度の基本構造を整理 

• チーム登録＋個人登録（ライセンス）を公式試合出場の必須要件として明確化。 

• 「年度登録」「公式試合」等の用語を定義し、規程の解釈を統一。 

（2）登録種別の再編 

• 従来の男女別・種別混在型から、次の 2層構造へ整理。 

o チーム種別：HJL／社会人／大学／高校／中学／小学／マスターズ 

o 個人区分：年齢区分（アンダー9（U9）、アンダー19（U19）、アンダー29（U29）、シニ

ア） 

• 個人登録用の特例的種別（国スポ・HJL 等）は廃止し、制度を簡素化。 

• ブロック協会、都道府県協会、傘下団体主催の大会、6 人制・ホッケー5 の大会に参加する

チームは必ずしも登録されたチームでなくても良い。 

 

（3）個人ライセンス制の明確化 

• 構成員は個人単位で JHA に登録（ライセンス）する制度とする。 

• スタッフ（監督・コーチ・役員）は、1 回の個人登録で複数チームでの活動を可とする。 

• 選手については、同一年度内の複数チーム同時所属は禁止。 

（4）登録料体系の明確化 

• チーム登録料および個人登録料を別表で明示。 

• 個人登録料は年齢区分に応じた金額設定とし、U9 は無料。 

（5）外国人選手の取扱整理 

• 外国人選手の定義・大会取扱いを別記として独立整理。 

• 社会情勢を踏まえ排他的な取り扱いの廃止。 

3．主な影響・留意点 

• チーム・個人ともに、登録漏れが公式試合出場不可に直結するため、登録管理の徹底が必要。 

• スタッフ兼務が制度上明確化され、現場運営の柔軟性が向上。 

• 年齢区分制導入により、登録種別の判断が簡素化。 

 

4．施行日 

• 2026 年 4 月 1 日施行 
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登録規程（2026 年度） 

前文 

本規程は、公益社団法人日本ホッケー協会（以下「JHA」という）が統括する競技活動に

おいて、チームおよび構成員の登録に関する基本的事項を定め、登録制度の適正な運用を通

じて、競技の公正性、安全性および円滑な大会運営を確保することを目的とする。 

 

2026 年度改定の趣旨 

本改定は、登録制度の運用実態を踏まえ、チーム登録および個人登録（ライセンス制）の

位置付けを明確化するとともに、登録種別および年齢区分の整理、ならびに登録手続きの電

子化への対応を図り、競技運営の円滑化および登録管理の効率化を目的として行うものであ

る。 

 

第 1 条（登録義務） 

JHA に所属するチームおよび構成員（選手、監督、コーチ、その他役員）は、第 3 条に規

定する登録種別に基づき、大会申込時までに登録を完了しなければならない。 

個人が JHA またはその加盟団体（ブロック協会、都道府県協会、連盟等）が主催または共催

する大会の試合（公式試合）に出場するためには、個人登録（ライセンス）が必須とする。

未登録者は公式試合に出場することはできない。ただし、都道府県協会、ブロック協会が主

催する大会および 6人制とホッケー5の大会においては、登録されてないチームで参加申込

することができるが、その場合でも、参加者の個人登録（ライセンス）は必須とする。 

 

第 2 条（用語の定義） 

本規程において使用する用語の定義は、次のとおりとする。 

チーム：JHA または加盟団体に所属し、大会参加を目的として登録された団体。 

構成員：チームに所属する選手、監督、コーチおよびその他役員。 

個人登録（ライセンス）：構成員が個人単位で JHA に登録される資格。 

年度登録：当該年度において有効となるチーム登録および個人登録。 

公式試合：JHA または加盟団体が主催、共催する大会および試合。 

選手：試合に出場して競技を行う者。 

スタッフ：チームを構成する選手以外の者。 

外国人：日本国の国籍を有しない者。ただし、日本の学校教育法に基づく小学校、中学 

    校、高等学校を卒業した者については、この限りではない。 

 

第 3 条（登録種別・区分） 

登録の種別は、チームの活動形態に基づく「チーム種別」と、構成員の年齢に基づく「個

人区分」とし、次のとおりとする。 

 

1. チーム種別 

(1) 一般（HJL）：ホッケー日本リーグに加盟するチーム 

(2) 一般（社会人）：前号以外の社会人チーム、クラブチーム等 

(3) 大学：大学、短期大学、専門学校等のチーム 

(4) 高校：高等学校、高等専門学校等のチーム 

(5) 中学：中学校、中等教育学校等のチーム 
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(6) 小学：小学校、スポーツ少年団等のチーム 

(7) マスターズ：マスターズ年代で構成されるチーム 

 

2. 個人区分（年齢区分） 

個人の登録区分は、当該年度の 4 月 1日時点の満年齢により、次のとおり定める。 

(1) アンダー9（9歳以下） 

(2) アンダー19（10 歳以上 19 歳以下） 

(3) アンダー29（20 歳以上 29 歳以下） 

(4) シニア（30 歳以上） 

 

第 4 条（登録手続き） 

年度登録は、JHA が指定する登録システムを通じて登録および登録料の納入を完了しなけ

ればならない。 

個人登録（ライセンス）は、チームの構成員として登録する方法と個人単独で登録する方法

のどちらかによる。 

個人登録の際に選手またはスタッフの区分を選択して登録を行う。両方の区分を登録するこ

ともできる。（登録料は変わらない） 

スタッフとして複数のチームで活動する場合においても、個人として 1 件の登録に基づく登

録料の支払いを行えば足りるものとし、チームごとに重複して登録料を納入する必要はな

い。（どこかのチームでスタッフ区分として登録されていれば、実施要項等の規定に抵触し

ない限り、他のチームのスタッフとして登録、活動できる） 

 

第 5 条（年度登録料） 

年度登録料は、「チーム登録料」および「個人登録料」とする。 

 

1. チーム登録料 

チーム種別ごとの登録料は、別表 1のとおりとする。 

【別表 1：チーム登録料】 

           チーム種別には、それぞれ男子、女子がある。 

チーム種別 登録料（年額）  

一般（HJL）   40,000 円 

一般（社会人）   30,000 円 

大学   25,000 円 

高校 20,000 円 

中学    5,000 円 

小学    2,000 円 

マスターズ   10,000 円 

 

2. 個人登録料 

個人登録料は、選手・スタッフの別なく、当該年度 4月 1日時点の年齢に基づき、別表 2

のとおりとする。 

【別表 2：個人登録料】 

年齢区分（4/1 時点） 個人登録料（年額） 

アンダー9  （U9）       0 円 
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アンダー19 （U19） 1,000 円 

アンダー29（U29） 2,000 円 

シニア 3,000 円 

3. システム利用料

登録料の納付に際しては、別表 3 のシステム利用料が発生する。

【別表 3：システム利用料（税込）】 

システム利用料

個人支払 
～6,000 円 240 円 

6,001 円～ 4.1％ 

チーム支払
～10,000 円 250 円 

10,001 円～ 4.1％ 

第 6 条（追加登録および登録変更） 

新たに結成されたチームは、都道府県協会による確認を受け、所定の証明書を添えて JHA

へ登録することができる。 

構成員の追加または変更が生じた場合（年度途中に個人登録を行う場合を含む）は、登録シ

ステムを通じて速やかに届け出るものとし、登録完了後でなければ大会に参加することはで

きない。

第 7 条（外国人選手） 

外国人選手の登録については、日本国籍を有する者と同様に年齢区分に応じた個人登録料

を適用し、日本国籍を有する者と同様に大会に参加できる。ただし、大会実施要項等に別途

制限がある場合は、それに従う。 

第 8 条（チーム移籍および複数チームでの活動） 

チーム移籍および複数チームでの活動については、次のとおりとする。

（1）年度内に選手が所属チームを変更する場合（以下「移籍」という。）は、新所属チーム

は、旧所属チームの同意書を添付のうえ、JHA に通知しなければならない。 

（2）全国大会の予選会における大会参加申込書に記載されている選手は、移籍の有無にか

かわらず、当該全国大会において別のチームで出場することはできない。

（3）全日本社会人ホッケー選手権大会および全日本学生ホッケー選手権大会の大会参加申

込書に記載されている選手は、移籍の有無にかかわらず、同一年度内に開催される全

日本選手権大会において、別のチームで出場することはできない。

（4）個人ライセンスを有する者は、登録システム上で所属を明確にすることにより、複数

のチームでスタッフとして活動することができる。

（5）選手は、同一年度内において、複数のチームに同時に所属登録することはできない。

（6）前各項にかかわらず、ホッケージャパンリーグが主催する大会への選手またはスタッ

フの参加においては、その大会の実施要項に基づき参加できる。

第 9 条（その他） 

実態のないチーム登録など、登録規程の趣旨を大きく逸脱し、公平性を阻害する登録内容
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であると JHA が判断した場合は、JHA は登録内容の是正や抹消を行うことができる。 

また、本規程の解釈に疑義が生じた場合、または本規程に定めのない事項については、そ

の都度 JHA が定める。 

第 10 条（付則） 

本規程は、2026 年 4 月 1 日から施行する。 

別記 1（外国人選手の取扱い） 

1．外国人の定義

本規程において「外国人」とは、日本国の国籍を有しない者をいう。

ただし、日本の学校教育法に基づく中学校または高等学校を卒業した者については、この

限りではない。 

2．大会における外国人選手の取扱い 

大会エントリーにおける外国人選手の人数は、チーム内の人数として制限しないものとす

る。 

3．大会実施要項による特例 

前各号の規定については、JHA 事業本部の確認を経て、大会実施要項において内容を変更

して規定することができる。 
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Copyright. Japan Hockey Association.

◇ 大会名 ： 第20回愛知・名古屋アジア競技大会
◇ 開催期間 ： 2026年9月19日から10月4日

※ホッケー競技は会期前開催
女子の予選リーグが18日から始まる

◇ 開催場所 ： 岐阜県グリーンスタジアム
◇ 参加チーム： 男子１２か国 女子12か国
◇ 競技方式 ： ６チームの２プール制

順位決定予備戦 ＋ 最終順位決定戦
総試合数 ８４試合

◇ その他 ： 男女優勝チームがロスアンゼルスオリン
ピックの出場権を獲得できる

◇ アジア大会概要
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□ 先行販売（第一次）の販売期間

2026年2月26日（木曜日）午後5時から2026年3月9日（月曜日）
午後11時59分まで（日本時間）

※第二次の先行販売、一般販売の内容については、改めて発表します。
2026年3月：先行販売（第二次） 対象限定なし（海外販売を含む）、期間限定
2026年6月頃～：一般販売 対象限定なし（海外販売を含む）

◇ アジア大会チケット情報

一般チ
ケット 一般向けチケット（どなたでも購入可）

子供料金
チケット

15歳未満（セッション開催日時点）の方を
対象とした割引チケット
（最下位席種のみ対象）

□ チケットの種類（開会式・閉会式、競技観戦）
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質問（３）・要望（４）と回答

質問と回答
全国⼤会等でTDをしますが賠償保険についてどうなっているかご教⽰頂きたい。
JHAで加⼊しているか？個⼈で加⼊なのか？

質問１

⽇本ホッケー協会としては、加⼊しておりません。
基本的には参加するチーム単位でスポーツ傷害保険への加⼊をいただければと思
います。多くのスポーツ傷害保険には「賠償責任保険」が含まれており、⾃⾝の
怪我のみならず、他⼈に怪我をさせた、他⼈の物を壊したといった損害賠償も含
まれた保険商品を選択いただければと思います。

回答１
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質問と回答
スクープ受け側の5ｙ以内に⼊っての反則が、審判の⽅々がどういう基準を持って
判断されているのかお聞きしたいです。個⼈差があるのは当然ですが、審判の⽅
それぞれ個⼈差がありすぎるような気がしています。

質問２

ご指摘いただきありがとうございます。
スクープの判定基準については、本⽇の研修会でお伝えしたとおりでございます。
ご指摘いただいているとおり、スクープにおいてはアンパイアの判定基準にやや
開きがあるように思われます。
2026年HJL開催前には、アンパイアミーティングを⾏い、同じ基準で⼀貫性を
持ったスクープの判定ができるように努めてまいります。

回答２

質問と回答
ビデオリファーラルにおいて反則が連続して発⽣した場合にどの時点まで戻して
判定を⾏うのが妥当と考えられますか。
連続して反則があった場合、最終の判定に対してチームはリファーラルをすると
思います。
逆にビデオアンパイアは、連続して発⽣した2つ3つ前の反則を判定するので、そ
れにより、リファーラル権を喪失することになるかと思います。
リファーラルした側が不利になることもあるという認識で問題ありませんか。

質問３

現在の⽇本国内におけるリファーラルの考え⽅としましては、連続して発⽣した
反則の場合、最初の反則に対する判定を⾏います。（ただし、アンパイアがアド
バンテージを適⽤している場合を除く。）
リファーラルした側が不利になるという考え⽅ではなく、あくまでビデオを⾒て
正しい判定をします。
リファーラルを⾏ったチームの意図には反する結果となることもありますので、
それを踏まえた上で、チームリファーラルをうまく活⽤していただきたいと思い
ます。

回答３
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要望と回答
試合開催時においては万が⼀の事故や怪我に対応するため、医療従事者等の専⾨家を主催者側にて⼿
配することが望ましいと思います。
予算等の都合により⼿配が難しい⾯もあるかと思いますが、できる限り多くの⼤会において「ニュー
トラル」な医療の専⾨家が配置されることを望みます。
⼀⽅で、専⾨家を帯同させているチームも少なくないと思います。対戦する両チーム共に帯同してい
ればいいのですが、⽚⽅のチームのみ帯同しているということもあるかと思います。
ここでご提案なのですが、もし試合中に緊急性の⾼い事故や怪我が発⽣した場合には、例え相⼿チー
ムのスタッフであっても、より迅速・柔軟に初期対応ができる様に、試合運営においての配慮をお願
いしたく思う次第です。
⼀つの事例として、今年度関⻄学⽣秋季リーグ（9/27 ⽴命館⼤学対関⻄⼤学戦）にて発⽣した事故
について共有させていただきます。
攻撃側選⼿のシュートが守備側選⼿の側頭部に直接当たり、そのまま倒れ込みました。審判はすぐに
試合を⽌めて救護を呼ぶゼスチャーをしましたが、当該チームには専⾨家がおられず監督が向かわれ
ました。⼀⽅で相⼿チームには専⾨資格（BOC-ATC）を保持したアスレティックトレーナーがいた
ため、しばらく経って審判からフィールドへの⼊場が認められ、選⼿の初期対応や評価を⾏いました。
頭部外傷のため動かすことができず、そのトレーナーによりフィールド上にて頭部固定をしたまま、
救急隊が到着するのを待ち（体感で約10分程）、引き渡すに⾄りました。
幸いにも選⼿は無事でしたが、もっと早く、適切な対応や処置が可能だったのでは？と思う次第です。
実際の動画を以下に保管しています。（試合が中断されるまでの映像です）
https://drive.google.com/file/d/1qhrStubfBELxvDgwsjSpeTATchYmr9Dn/view?usp=sharing

要望１

⽇本協会主催の⼤会の開催においては医療従事者の配置を⾏っております。但し、各種ロー
カルの⼤会においてはコスト⾯から医療従事者の配置が難しい場合がある状況もご理解いた
だければと思います。
2つ⽬のポイントの、もし試合中に緊急性の⾼い事故や怪我が発⽣した場合の対応についてで
すが、競技運営規定の9.7に「医療スタッフが、医学的⾒地から必要と認めた場合には、アン
パイアの許可無しにフィールドに⼊場することができる。」記載されている通り、アンパイ
アの指⽰を待つことなく⼊場可能です。また、⼈道的⾒地から相⼿チームのスタッフであっ
ても必要と認められば上記原則に則って対応いただくことは何ら問題ないと考えます。

回答１

要望と回答
HJLの開催⽅式について、2025年度は原則的にホーム＆アウェー（H＆A）で⾏われて
いたかと思われますが、試合数・開催地が分散したことで毎週のように試合が開催さ
れたことにより、開催が1試合でリザーブUMPだけのために指定UMP1名が遠⽅から派
遣されたり、少数のUMPが毎週のような遠征による負担増（ケガのリスク、疲労の蓄
積）が強いられるなど、競技役員側（チーム側も？）の負担が⼤きいだけでなく、た
だでさえ⼈数の限られている中で⾮常に⾮効率な運営がなされているように思われま
す。
個⼈的な意⾒にはなりますが、H＆Aの理念は残しつつも、上記のようなUMPの負担増
やモチベーション・パフォーマンスの低下もさることながら、全国的な試合数の増加
に対しHJL指定競技役員（特にUMPの⼈数）の稼働が追い付いていない現状を踏まえる
と、例えば4チームが集まって2試合ずつ⾏うセミセントラル⽅式にすることで、稼働
するTD・UM・TO・UMPが減り派遣調整も軽減されるだけでなく交通費等の費⽤減、
チーム側も1度の遠征で2試合消化できる等のメリットが⼤きいものと思われ、効率的
な運営が可能になるのではないかと考えます。ついては、現状を踏まえたより現実的
なスケジューリングを（HJL以外にも当てはまる部分もありますが）、HJL・競技運営
部にてご検討頂きたく存じます。

要望２

ご指摘のとおり、2025年度は原則ホーム＆アウェー⽅式を採⽤し、リーグの地域性お
よび普及の向上を重視した運営を⾏ってまいりました。⼀⽅で、試合数および開催地
の分散に伴う競技役員の負担増加や派遣調整の複雑化につきましては、運営側として
も重要な課題として認識しております。限られた指定競技役員体制の中で、継続的か
つ持続可能なリーグ運営を実現することは、今後の発展において不可⽋であると考え
ております。その観点から、役員の稼働負担軽減、経費抑制、チーム遠征効率の向上
といった点で、⼗分に検討に値するものと受け⽌めており、今後リーグとして検討し
ていきたいと考えております。

回答２
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要望と回答
TOのパフォーマンスがきちんと教えられていないので、全国⼤会でおいても未だ
にジャッジのような動きをしたり、ベンチコントロールができず、アンパイアに
負担をかけている事があります。偏った経験に基づく我流ではなく、根拠のある
体系的な基本パフォーマンスを講習の時や全国⼤会の時に学び合う機会が必要だ
と思います。そのための指導チームを組織して競技役員の指導を属⼈化しないよ
うにしてほしいと思います。

要望３

T1-T4の各講習会及び試験において統⼀した教材を使⽤して指導及び確認を⾏っ
ていますが、資格取得から時間が経って我流のパフォーマンスを⾏っている⽅が
いらっしゃることも現実として理解しております。
教材含め育成・指導⽅法については継続的に改善をはかっています。

回答３

要望と回答
⼤会にてコートが数⾯とれる試合の際、審判の笛を変えてほしいという要望がブ
ロック⼤会でチームよりありましたので共有させて頂きます。
※隣のコートの笛を勘違いしてプレーを⽌めてしまうから

要望４

ご要望ありがとうございます。
アンパイアが笛をその場で変えることが可能である場合は、TDやUMの判断によ
り対応を検討いたします。
また実際の試合中において、プレイヤーがプレイを⽌めてしまった場合、アンパ
イアが声掛け（「例：「プレイオン！」）で、プレイの継続を促すように対応し
たいと思います。
ただしチームにおいては、隣接するコートで試合がある場合は、確実に笛が鳴る
までプレイを続けるように意識した練習を⾏った上で、⼤会に臨んでいただきた
いと思います。

回答４
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